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１．活動の概要
物理班では部員それぞれが自分でテーマを決め探

究活動に取り組んでいる。活動内容はPCを用いたも
のが多く、部全体としては学校の連絡掲示板の運営
等を行っている。（写真１）
今年度は物理班の中で、Ⅰ.静電気の研究～箔検電

器の箔の角度と印加電圧の関係を調べる～ Ⅱ．PC
を用いた探究活動 この２つのテーマの探究活動を
行った。

写真１ 連絡掲示板

Googleカレンダー
を利用して先輩が
作成したものを引
き継ぎ、日にちご
とに学校の行事や
集まりの予定を打
ち込み、掲載して
いる。

２．活動詳細
Ⅰ．静電気の研究
～箔検電器の箔の角度と印加電圧の関係を調べる～

（２年 沖 美沙紀）
研究の目的
平成２６年愛知工業大学の研究報告にある「手作り箔

検電器の教育的活用」にて、箔検電器の箔の角度と印加
電圧の関係は、およそ５０度まで比例関係を示すとされ
ていた。興味を惹かれさらに調べてみると、箔検電器を
モデル化しシュミレーションを行った結果、やはり約５
０度までは比例関係を示すであろう、という結果が見つ
かった。そこで本研究では実際に測定を行うことで、箔
検電器の箔の角度と印加電圧の関係が比例関係を示すの
か確かめていくこととする。
研究方法
使用したもの：自作の箔検電器（写真２）
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手順：①ナイロンとポリプロピレン板をこすりあわせ
ポリプロピレン板を帯電させる。

②①のポリプロピレン板の帯電量を測定する。
③①で帯電させたポリプロピレン板を素早く
箔検電器に近づけ、目盛を読み取る。

④③の結果をグラフ化する。

写真２ 箔検電器

目盛は５度間隔で９０度
まで打ってある。箔には
ティッシュペーパーを利
用した。

実験結果

考察
実験結果より、箔の角度と印加電圧に

は比例関係があることが確かめられた。

Ⅱ．PCを用いた探究活動

１年生４人は初めての活動として、マーク
アップ言語のHTMLとCSSを学習している。
そしてそれらを応用して、物理班の活動の拠
点となるホームページをリニューアルしてい
る。
ポスター作成時点で、大まかなデザインが完
成した。
今後は①活動内容の発信、②アナリティクス
による解析やウイルス解析、③JavaScriptを
使ったデザインの追加等を行う予定である。


